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今年度も皆様のご協力をお願い致します。
●アルゼンチンのウィリアム・モリス・スクール William C. Morris School
青山学院と同じくIAMSCU（メソジスト関係学校国際同盟）に加盟する学校の一つ。小規模
校ですが、地域の貧しい子どもたちのための教育プロジェクトを精力的に展開しています。

●メイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパン（ http://www.mawj.org/）
3～18歳の難病と闘う子どもたちに生きる力や病気と闘う勇気をもってほしいと設立された
世界的ボランティア団体の日本支部。子どもたちの夢を叶えたいと活動をしています。

●放射能から子どものいのちを守る会、会津放射能情報センター（http://aizu-center.com/）
震災前の自然に戻すことは不可能です。放射能と人間の共存も不可能です。どのように放射能
から子どものいのちを守ることができるのかを模索している団体です。

●フィリピン台風30号被災地緊急・復興支援のために
11月8日の台風30号は、フィリピンのサマール島、レイテ島を中心に甚大な被害をもたらしまし
た。とくに壊滅的な被害を受けた東サマール州の緊急復興支援の義援金として。

人にしてもらいたいと思うことは何でも、
　　　　  　　　　　　　あなたがたも人にしなさい。

（マタイによる福音書  第7章12節）

今年度主題聖句

青山キャンパス（昼間部・第二部合同）
日　時　１２月１７日（火）１８時３０分～１９時３０分
場　所　ガウチャー記念礼拝堂
説　教　「神の心の痛みとクリスマス」
　　　　及  川　  信 （中渋谷教会牧師、本学非常勤講師）
聖　書　創世記 ６：５，６　マタイ １：２０～２３
　　　　朗読者：塩谷　直也（大学宗教主任）、黒沼 　健（経済学部教授）
相模原キャンパス
日　時　１２月１９日（木）１８時３０分～１９時３０分
場　所　ウェスレー・チャペル
説　教　「神共にいますしるし」
　　　　須  田　  拓 （橋本教会牧師、東京神学大学常勤講師）
聖　書　イザヤ ７：１～１７　マタイ １：１８～２５
　　　　朗読者：安瀬美知子（理工学部講師）、村川　久子（社会情報学部教授）

日　時　１２月２１日（土）  １８時開演
場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

大学ハンドベル・クワイア  第30回クリスマス・チャペルコンサート

日　時　１２月２２日（日）  １７時開演
場　所　青山学院講堂　全席指定１５００円

第３８回オール青山メサイア公演

聖書の人々 ［28］

　ミカは紀元前8世紀の後半に
活動した預言者の一人です。同時代
人には、首都エルサレムで活動した
イザヤがいました。ミカはモレシェト
という地方の出身であり、エルサレム
の指導者層を厳しく批判しました。
それは彼らが貧しい人々、また周辺
の領土から経済的搾取を繰り返し
ていたからです（ミカ 3：1－4を参照）。
　それゆえ、ミカは大胆にも神の都と呼ばれたエルサレムの崩壊を予告しています
（3：12）。この発言は前代未聞のものであり、後のエレミヤの預言活動にも大きな
影響を与えています。
　しかし、ミカがその社会批判の中で示そうとしたのは、神が何を一番求めているの
かということでした。「人よ、何が善であり／主が何をお前に求めておられるかは／
お前に告げられている。／正義を行い、慈しみを愛し／へりくだって神と共に歩むこと､
これである」（6：8）。この言葉にミカの預言の中心があります。

「ミ　カ」 Micah

大学クリスマス礼拝

※当日は席上献金があります。


